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婦
人
会
結
婚
相
談
所

　

す
て
き
な
出
会
い
の
中
で
、
あ
な

た
の
理
想
の
結
婚
相
手
を
見
つ
け
ら

れ
た
ら
。

　

婦
人
会
結
婚
相
談
部
は
、
そ
ん
な

機
会
を
提
供
す
る
、
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
窓
口
で
す
。

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
必
要
書

類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

入
会
金
２
，
０
０
０
円
を
お
持
ち

の
う
え
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き　

毎
週
土
曜
日
と
毎
月
第
１
日

　

曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

女
性
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　

高
浜
市
婦
人
会
結
婚
相
談
部

申
込
・
問
合
せ
先

　

高
浜
市
婦
人
会
結
婚
相
談
部

　

☎
52―

５
０
３
３

食
品
表
示
110
番

　

食
品
表
示
に
対
す
る
消
費
者
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
食
品
の

品
質
表
示
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
消
費
者
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

か
ら
食
品
表
示
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め
の

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

・
東
海
農
政
局
表
示
・
規
格
課

　

☎
052―

２
２
３―

４
６
１
８

・
（
独
）
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術

　

セ
ン
タ
ー　

名
古
屋
セ
ン
タ
ー

　

☎
052―

２
２
９―

１
０
６
３

・
県
食
育
推
進
課

　

☎
052―

９
５
１―

３
８
９
３

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

　

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
製
造
事
業
所
の
方
々
に
は
、

大
変
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

工
業
統
計
速
報
と
し
て
９
月
下
旬
頃

に
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

　
　

情
報
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
52―

１
１
１
１
（
内
線
329
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

県
営
油
ヶ
淵
水
辺
公
園

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
会

　

現
在
愛
知
県
と
県
民
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
公
園
の
計
画
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
度
に
と
り
ま
と
め

た
検
討
成
果
を
発
表
す
る
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
30

　

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

碧
南
市
役
所
２
階
談
話
室

内
容　

①
和
歌
山
大
学
教
授　

養
父

　

志
乃
夫
氏
に
よ
る
講
和
②
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
に
よ
る
検
討
結

　

果
の
発
表
③
静
岡
文
化
芸
術
大
学

　

教
授　

阿
蘇
裕
矢
氏
に
よ
る
講
話

参
加
料　

無
料

問
合
せ
先

　

愛
知
県
知
立
建
設
事
務
所　

都
市

　

施
設
整
備
課

　

☎
82―

６
４
９
３

声
の
広
報
吹
き
込
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

耳
か
ら
聞
く
こ
と
の
で
き
る
「
声

の
広
報
」
。
広
報
を
読
ん
で
、
カ
セ

ッ
ト
プ
テ
ー
プ
（
60
分
）
へ
吹
き
込

み
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
何
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
　

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
52―

１
１
１
１
（
内
線
269
）

地域で支える「高齢者配食サービス事業」－３－

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　５２－９８７１
※高齢者配食サービス事業の詳細については、平成20年11月1日号広報をご覧ください。

Q.お弁当作りで気を付けていることはありますか？
A.毎日配食サービスを利用されている方にも、いつまでも食べる楽しみを感
じていただけるよう、カボチャや冬瓜など旬のものを取り入れています。
すし弁当は週２回ありますが、２回とも取ってくださる方が飽きないよう、
できるだけ付け合せなどが重ならないように気を付けています。

配食メニュー紹介
【すし弁当】
みふね（碧海町）

保健師からのワンポイントアドバイス
マグロの赤身は貧血予防に効果的です。
また、酢飯は食欲増進効果があり、食の細い方でもたく
さん食べられます。高齢の方はたん白質が不足しがちで
すが、お寿司ならネタに含まれるたん白質が一緒にとれ
ますよ。

市

市


